
全
て
の
人
に
優
し
い
宿
の
普
及
を
目
指
し
て
四
半
世
紀

全
旅
連「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞
」が

回
の
節
目
迎
え
る

シルバースター登録制度の啓蒙も
観光業界の〝意識改革〟に

賞
と
登
録
制
度
、部
会

歴
代
部
会
長
が
意
義
語
る

人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞

選
考
委
員
会
委
員
長

橋
本
俊
哉
氏（
立
教
大
学

観
光
学
部
教
授

）

特
別
寄
稿

人
々
の
生
活
に
活
力
を
与
え
る
宿

優
れ
た
取
り
組
み
に
今
後
も
光
を

全旅連会長賞は「山代屋」
大臣賞に「富士レークホテル」

節目の第回

（６）第３１４２号 第３種郵便物認可 ２０２２年（令和４年）９月１２日（月曜日）

全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅
連
）
が
主
催
、
厚
生
労
働
省

が
後
援
し
、観
光
経
済
新
聞
社
な
ど
が
協
賛
す
る「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞
」

が
今
年
で

回
の
節
目
を
迎
え
た
。
高
齢
者
を
は
じ
め
、
全
て
の
人
に
優
し
い
取
り
組

み
を
行
う
宿
や
団
体
を
表
彰
す
る
制
度
。
少
子
高
齢
化
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
の
社
会
進
出
が
進
展
す
る
中
、
同
賞
の
存
在
価
値
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。

昨
年
の
表
彰
式
（
第

回
全
旅
連

全
国
大
会
）

賞
は
「
地
域
の
旅
館
ホ
テ

ル
や
旅
館
ホ
テ
ル
組
合
が
参

加
ま
た
は
主
催
す
る
活
動

で
、
高
齢
者
等
を
は
じ
め
、

全
て
の
人
々
に
優
し
い
配
慮

が
な
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
等
が
協
力
し
て
行
う
下

記
（
後
述
）
の
ジ
ャ
ン
ル
を

対
象
と
す
る
」
も
の
。
応
募

の
中
か
ら
選
考
委
員
会
が
審

査
し
、「
厚
生
労
働
大
臣
賞
」

「
全
旅
連
会
長
賞
」
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
誉
あ
る

賞
を
贈
っ
て
い
る
。

対
象
ジ
ャ
ン
ル
は
①
特
性

を
生
か
し
た
活
動
（
温
泉
、

料
理
、
ま
ち
づ
く
り
、
滞
在

型
等
）
②
経
済
の
活
性
化

（
情
報
技
術
〈
Ｉ
Ｔ
〉
、
施

設
、
地
域
貢
献
等
）
③
歴
史

・
文
化
の
振
興
（
イ
ベ
ン
ト

・
祭
り
、
趣
味
等
）
④
環
境

づ
く
り
の
推
進
（
緑
化
、
清

掃
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
保

全
等
）
⑤
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

（
体
操
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

健
康
増
進
等
）
⑥
福
祉
の
充

実
（
健
康
、
設
備
、
サ
ー
ビ

ス
・
接
遇
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
）
⑦
国
際
化
の
推
進
（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
等
）
⑧
省
エ
ネ
・
節
電
の

取
り
組
み
（
冷
・
暖
房
の
対

策
、
蛍
光
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

へ
の
交
換
等
）
⑨
労
働
生
産

性
の
向
上
（
従
業
員
の
や
り

が
い
向
上
、
業
界
・
地
域
へ

の
影
響
度
等
）
⑩
そ
の
他
、

人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く

り
活
動
と
認
め
ら
れ
る
も
の

―
。全

旅
連
の
１
９
９
７
年
通

常
総
会
で
同
賞
の
創
設
を
承

認
。
厚
生
省
（
当
時
）
の
認

可
を
経
て
創
設
が
正
式
決
定

し
た
。

同
年
の
全
旅
連
通
常
総
会

で
大
木
正
治
・
シ
ル
バ
ー
ス

タ
ー
推
進
委
員
長
（
当
時
）

は
、
「
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登

録
制
度
の
社
会
的
な
啓
蒙
活

動
の
一
環
」
と
、
賞
創
設
の

理
由
を
説
明
。
ま
た
１
９
９

８
年
に
行
っ
た
本
紙
掲
載
の

鼎
談
で
は
、
「
観
光
地
を
含

め
た
日
本
が
、
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
人
に
優
し
か
っ
た

か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う

と
は
言
え
な
い
と
思
う
」と
、

当
時
の
人
に
優
し
い
地
域
の

宿
づ
く
り
賞
選
考
委
員
長
で

立
教
大
学
観
光
学
部
長
・
教

授
の
岡
本
伸
之
氏
の
発
言
に

対
し
、
「
観
光
業
界
に
対
し

て
高
齢
者
を
大
事
に
す
る
必

要
性
を
説
く
た
め
の
意
識
改

革
も
目
的
に
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

こ
の
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登

録
制
度
は
、
高
齢
者
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
と
も
に
一
定
の
基
準

を
満
た
し
た
宿
泊
施
設
を
登

録
す
る
制
度
だ
。
人
に
優
し

い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞
創
設

当
時
の
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登

録
施
設
数
は
約
４
０
０
軒
。

賞
の
創
設
を
決
め
た
１
９
９

７
年
の
全
旅
連
総
会
を
取
材

し
た
本
紙
は
「
同
表
彰
制
度

創
設
が
実
現
す
れ
ば
、
（
シ

ル
バ
ー
ス
タ
ー
登
録
推
進

へ
）大
き
な
推
進
力
と
な
る
」

と
評
し
て
お
り
、そ
の
通
り
、

同
賞
の
第
１
回
開
催
後
か
ら

登
録
施
設
数
が
急
速
に
拡
大
。
２
０
０
６
年
に
登
録
施

設
数
は
部
会
の
悲
願
だ
っ
た
大
台
の
１
千
軒
に
到
達
し

た
。

人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ

く
り
賞
の
創
設
と
同
時
期
の

１
９
９
８
年
、
シ
ル
バ
ー
ス

タ
ー
登
録
施
設
の
拡
大
、
同

施
設
の
周
知
に
向
け
た
活
動

を
行
う
全
旅
連
の
シ
ル
バ
ー

ス
タ
ー
部
会
が
発
足
し
た
。

歴
代
部
会
長
が
、
人
に
優

し
い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞
や

シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登
録
制

度
、
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
部
会

創
設
の
意
義
を
語
っ
た
発
言

を
過
去
の
本
紙
紙
面
か
ら
抜

粋
し
て
紹
介
す
る
。

大
木
正
治
・
初
代
部
会
長

（
愛
媛
県
・
ホ
テ
ル
葛
城
、

部
会
長
期
間
１
９
９
８
～
２

０
０
３
年
）

「
（
第
１
回
人
に
優
し
い

地
域
の
宿
づ
く
り
賞
で
）
全

国
か
ら

地
域
・
個
人
が
ノ

ミ
ネ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。
一

つ
一
つ
を
見
て
も
、
素
晴
ら

し
い
活
用
内
容
ば
か
り
だ
。

一
つ
の
業
界
の
表
彰
で
は
異

例
と
も
い
え
る
大
臣
表
彰
を

実
現
で
き
た
が
、
（
平
成
）


年
度
は
総
理
大
臣
表
彰
に

ま
で
持
っ
て
い
け
な
い
か
、

と
も
考
え
て
い
る
」
（
１
９

９
８
年
６
月
６
日
付
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
）
。

「
本
当
に
日
本
の
観
光
業

界
は
、
（
高
齢
者
に
）
優
し

く
な
か
っ
た
と
思
う
。
今
年

か
ら
『
人
に
優
し
い
地
域
の

宿
づ
く
り
賞
』
を
創
設
し
た

の
は
、
そ
う
し
た
業
界
に
対

し
て
、
高
齢
者
を
大
事
に
す

る
必
要
性
を
説
く
た
め
の
意

識
改
革
も
目
的
に
あ
る
。

『
敬
老
の
日
』
に
し
て
も
、

国
や
地
方
自
治
体
は
何
ら
か

の
活
動
を
し
て
い
る
が
、
旅

館
業
界
を
含
め
、
民
間
レ
ベ

ル
で
は
何
も
や
っ
て
い
な
い

実
態
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、

旅
館
業
界
も
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
割
引
制
度
な
ど
、
せ

め
て
敬
老
の
日
だ
け
で
も
実

施
す
べ
き
。
小
手
先
の
事
業

で
は
定
着
し
な
い
。
本
物
で

な
け
れ
ば
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
消
費
者

が
本
当
に
感
動
し
て
も
ら
え

る
制
度
を
整
備
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
（

年
９
月


日
付
、
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
鼎

談
）
。

山
本
清
蔵
・
第
２
代
部
会

長
（
滋
賀
県
・
旅
館
紅
鮎
、

部
会
長
期
間
２
０
０
３
～
２

０
０
７
年
）

「
登
録
施
設
の
周
知
の
た

め
、『
人
に
優
し
い
宿
』
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
・
発
行

し
て
き
た
。
は
じ
め
の
こ
ろ

は
書
店
で
販
売
し
、
こ
こ
数

年
は
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
と
し

て
、
東
京
、
大
阪
等
の
各
県

観
光
案
内
所
に
置
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
人
に
優
し
い

宿
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
昨
年

立
ち
上
げ
た
。
予
約
機
能
も

含
め
、
今
後
さ
ら
に
付
加
価

値
を
付
け
て
い
き
た
い
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
は
介
護
の
問

題
に
も
力
を
入
れ
た
い
。
体

が
悪
く
な
ら
な
い
た
め
の
、

温
泉
を
利
用
し
た
予
防
介
護

に
つ
い
て
、
部
会
と
し
て
も

研
究
す
る
つ
も
り
だ
。
さ
ら

に
環
境
問
題
。
料
理
の
残
渣

ざ
ん
さ

と
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

を
減
ら
す
努
力
を
す
る
。
環

境
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で

社
会
貢
献
し
た
い
。
お
客
さ

ま
が
よ
く
な
り
、
社
会
が
よ

く
な
り
、
わ
れ
わ
れ
も
よ
く

な
る
と
い
う
〝
三
方
よ
し
〟

の
精
神
で
臨
み
た
い
」
（
２

０
０
６
年
７
月

日
付
、
シ

ル
バ
ー
ス
タ
ー
鼎
談
）
。

野
澤
幸
司
・
第
３
代
部
会

長（
新
潟
県
・
ホ
テ
ル
小
柳
、

部
会
長
期
間
２
０
０
７
～
２

０
１
１
年
）

「
部
会
長
に
な
っ
た
当
時

は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
レ
ジ
オ

ネ
ラ
属
菌
が
騒
が
れ
て
い

た
。
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
と
厚

生
関
係
の
対
策
を
行
っ
て
い

く
上
で
、
二
つ
の
事
業
を
掛

け
持
ち
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
、
シ
ル
バ
ー
ス
タ

ー
部
会
の
皆
さ
ま
の
協
力
も

得
て
、
各
種
対
応
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
た
。
１
冊
目

は
『
旅
館
・
ホ
テ
ル
安
心
安

全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
２

万
３
千
部
作
成
し
、
シ
ル
バ

ー
ス
タ
ー
登
録
施
設
の
皆
さ

ま
に
は
直
接
配
布
し
た
。
こ

の
部
会
の
す
ご
い
と
こ
ろ

は
、
部
会
員
の
旅
館
ホ
テ
ル

が
直
接
、
全
旅
連
と
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
。
普
通
は
全

旅
連
と
の
直
接
の
つ
な
が
り

は
な
い
の
だ
が
、
シ
ル
バ
ー

ス
タ
ー
登
録
施
設
は
直
接
、

全
旅
連
と
や
り
取
り
が
で
き

る
。
こ
れ
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
だ
。
ほ
か
の
組
織
の
会
員

が
減
っ
て
い
く
中
で
、
シ
ル

バ
ー
ス
タ
ー
登
録
施
設
が
当

時
９
０
０
軒
台
を
維
持
で
き

た
の
も
、
こ
の
よ
う
に
目
に

見
え
る
形
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
う
」
（
２

０
１
５
年
７
月
４
日
付
、
シ

ル
バ
ー
ス
タ
ー
座
談
会
）
。

多
田
計
介
・
第
４
代
部
会

長
（
石
川
県
・
ゆ
け
む
り
の

宿
美
湾
荘
、
部
会
長
期
間
２

０
１
１
～
２
０
１
７
年
）

「
今
、
韓
国
で
は
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
（
中
東
呼
吸
器
症
候
群
）

が
流
行
し
て
い
る
。
全
旅
連

で
は
、
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
部

会
が
中
心
と
な
っ
て
旅
館
ホ

テ
ル
の
厚
生
関
係
の
問
題
に

も
対
応
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
歴
代
の
部
会
長

と
束
に
な
っ
て
、
情
報
を
ど

こ
よ
り
も
早
く
収
集
し
、
も

し
も
の
と
き
の
対
応
に
努
め

て
い
く
つ
も
り
だ
。
人
に
優

し
い
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

は
大
前
提
だ
が
、
広
く
日
本

の
宿
を
守
る
こ
と
が
わ
れ
わ

れ
部
会
の
責
務
だ
と
思
っ
て

い
る
。
し
っ
か
り
と
対
応
し

た
い
」
（
２
０
１
５
年
７
月

４
日
付
、
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー

座
談
会
）
。

中
村
実
彦
・
第
５
代
部
会

長
（
長
野
県
・
ホ
テ
ル
五
龍

館
、
部
会
長
期
間
２
０
１
７

～
２
０
２
１
年
）

「
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
部
会

に
は

年
の
歴
史
が
あ
り
、

コ
ン
セ
プ
ト
も
、
文
字
通
り

の
シ
ル
バ
ー
向
け
の
宿
か

ら
、
『
人
に
優
し
い
宿
』
へ

と
進
化
し
て
き
た
。
今
後
は

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点

か
ら
の
活
動
を
強
化
し
て
い

き
た
い
」
（
２
０
１
７
年
７

月
８
日
付
、
シ
ル
バ
ー
ス
タ

ー
部
会
総
代
会
で
の
就
任
あ

い
さ
つ
）
。

「
『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
』
に
つ
い
て
も
研
究

し
た
い
。
誰
も
が
気
兼
ね
な

く
参
加
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
観
光
庁
が

推
進
し
て
い
る
。
東
京
オ
リ

・
パ
ラ
を
控
え
、
そ
の
機
運

が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
推
進
が
先
進
国
の
あ
る
べ

き
姿
ぐ
ら
い
に
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
受
け
入
れ
側
と
し
て

も
、
態
勢
を
し
っ
か
り
と
整

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
２
０
１
８
年
７
月

日

付
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
。

渡
邊
幾
雄
・
第
６
代
部
会

長
（
栃
木
県
・
や
ま
の
宿
下

藤
屋
、
部
会
長
期
間
２
０
２

１
年
～
現
在
）

「
（
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
部

会
は
）
施
設
に
役
立
つ
情
報

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し

て
い
る
。
近
年
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
の
手
引
き
や
、
外
国
人
労

働
者
を
念
頭
に
置
い
た
多
言

語
の
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
た
。
今
年
度
は
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
生
産
性
向
上

に
役
立
つ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

消
費
者
に
向
け
た
制
度
を
周

知
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

各
種
の
集
客
事
業
も
引
き
続

き
行
い
た
い
」
（
２
０
２
１

年
７
月

日
付
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
）
。

「
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
と
い

う
名
前
か
ら
、
『
施
設
を
お

年
寄
り
専
用
に
す
る
の
は
嫌

だ
』
と
誤
解
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
。
全
て
の
人
に
優
し

い
施
設
に
し
ま
せ
ん
か
、
と

い
う
提
案
だ
。
ぜ
ひ
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
積
極
的

に
登
録
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
（
同
）
。

今
年
の
第

回
人
に
優
し

い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞
は
、

最
高
賞
の
厚
生
労
働
大
臣
賞

が
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
山

梨
県
）
の
「
東
京
２
０
２
０

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
受
入
れ
」、

全
旅
連
会
長
賞
が
山
代
屋

（
奈
良
県
）
の
「
地
域
活
性

化
と
し
て
宿
で
の
子
ど
も
食

堂
（
次
世
代
に
継
ぐ
食
育
の

発
信
）
」
に
決
ま
っ
た
。
観

光
経
済
新
聞
社
社
長
賞
は
滋

賀
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生

同
業
組
合
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
）
宣
言
」
に
決

定
。
表
彰
式
は
９
月

日
の

第
１
０
０
回
全
旅
連
全
国
大

会
の
席
上
行
わ
れ
る
。

大
臣
賞
の
富
士
レ
ー
ク
ホ

テ
ル
は
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
自
転
車
競
技
選
手
、

大
会
関
係
者
の
宿
泊
を
受
け

入
れ
。
ハ
ー
ド
や
料
理
面
の

対
応
ほ
か
、
ホ
テ
ル
に
い
な

が
ら
富
士
山
五
合
目
や
青
木

ヶ
原
樹
海
の
自
然
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア

ー
を
企
画
し
、
参
加
者
に
喜

ば
れ
た
。

全
旅
連
会
長
賞
の
山
代
屋

は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
に

安
心
・
安
全
な
食
事
を
提
供

し
よ
う
と
月
に
１
回
、
宿
に

「
子
ど
も
食
堂
」
を
開
設
。

調
理
師
や
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
資
格
を
持
つ
女
将

が
目
で
も
楽
し
め
る
料
理
を

提
供
し
て
い
る
。

観
光
経
済
新
聞
社
社
長
賞

の
滋
賀
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
は
、

観
光
地
と
し
て
選
ば

れ
る
た
め
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
具

体
的
な
目
標
を
設
定

し
て
達
成
に
向
け
て

一
丸
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

今
回
は
全
国
か
ら


件
が
応
募
。
有
識

者
ら
選
考
委
員
（
委

員
長
＝
橋
本
俊
哉
・

立
教
大
学
観
光
学
部

教
授
）
の
審
査
で
各

賞
を
決
め
た
。

以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

多
く
の
高
齢
者
が
活
発
に
旅
行
し
、

か
つ
て
は
出
か
け
る
ハ
ー
ド
ル
が
高

か
っ
た
身
障
者
も
旅
行
先
で
見
か
け

る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
近

い
将
来
に
は
、
再
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
。
個
人
旅
行

が
主
体
と
な
れ
ば
、
自
ず
と
お
客
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
も
多
種
多
様
な
も
の
と

な
る
。

本
賞
は
、
応
募
さ
れ
た
旅
館
ホ
テ

ル
や
旅
館
ホ
テ
ル
組
合
が
、
多
様
な

お
客
さ
ま
を
大
切
に
し
、
地
域
に
貢

献
し
て
き
た
か
、
全
て
の
人
に
優
し

い
配
慮
が
な
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い

て
、
選
考
委
員
会
の
委
員
の
皆
さ
ま

の
見
識
の
も
と
、
応
募
条
件
に
照
ら

し
て
審
査
す
る
も
の
で
あ
る
。
優
れ

た
取
り
組
み
に
は
、
経
営
者
や
組
合

に
よ
る
創
意
工
夫
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
個
人
客
が
主
流
と
な
れ
ば
個
別

対
応
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
る
た
め

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
働
く
従
業

員
の
方
々
が
、
い
き
い
き
と
働
け
る

職
場
環
境
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た

め
、
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
と
も

に
、
真
摯

し
ん
し

な
姿
勢
で
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
苦
労
や
、
従
業
員
の
方

々
の
努
力
が
応
募
申
請
書
の
行
間
か

ら
読
み
取
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
、
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ

年
余
り
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
度
重
な
る
自
然
災
害
や
、
２

０
２
０
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
続
き
、
旅
館
ホ
テ
ル

に
と
っ
て
大
変
な
試
練
と
な
っ
た
。

本
賞
を
受
賞
さ
れ
た
取
り
組
み
は
、

そ
の
都
度
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越

え
て
お
客
さ
ま
に
勇
気
と
活
力
を
与

え
て
き
た
。
全
旅
連
は
今
年
を
「
全

旅
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
元
年
」
と
位
置
付
け

て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
は
、

「
誰
１
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
持

続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
す
」
こ
と
に

あ
る
が
、
本
賞
の
こ
れ
ま
で
の
受
賞

事
例
も
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

食
育
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
災
害
対

応
等
々
、
こ
れ
か
ら
の
宿
づ
く
り
、

ひ
い
て
は
社
会
の
こ
れ
か
ら
の
方
向

性
を
先
取
り
し
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精

神
に
沿
っ
た
先
進
的
な
取
り
組
み
が

多
く
み
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。こ

れ
か
ら
も
、
私
た
ち
の
生
活
に

活
力
を
与
え
て
く
れ
る
宿
、
広
く
全

国
の
モ
デ
ル
と
な
る
宿
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
、
そ
し
て
受
賞
し
た
際
に

従
業
員
の
方
々
の
笑
顔
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
な
、
優
れ
た
取
り
組
み
に
光

を
当
て
て
い
き
た
い
。




